


















New educational program development project for
health maintenance at time of earthquake disaster
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　　Among large earthquake disaster of former times the large wounded person was many. But, 
as for east Japanese large earthquake disaster, in long-term life line extinction and long-term 
evacuation life, the person who becomes the sickness was many. It is necessary to make medical 
care and the healthy problem which utilize this experience clear. There was a result and the 
opinion which investigate.“Guaranty of food and water”, “cleanliness”, “rest room and bath time”, 
“going to hospital”, “internal use of medicine” and “information procurement”, “insecurity and 
sleep” and “life conduct” and “also help” etc. It collected the result to the booklet, it made the 





































　　②　年齢は 70 歳代が最も多く，70 歳代と 80 歳以上を合わせると５割を超えていた。
図２　回答者の年齢分布
　　③　震災当時に通院（持病の定期検診，透析，妊娠中など）をしていたかの質問に，


































































































































　　　日時；2012 年 10 月 27 日（土）
　　　会場；仙台市立八木山小学校　体育館
　　　内容；参加者は，小学校児童 470 名，保護者 309 名，小学校職員や指導機関 106 名，



































３． 調査結果を活かした冊子作成（図 15・図 16 参照）
　「東日本大震災による健康問題や医療維持に関する調査」の結果を元に，災害などの非
日常時の健康維持のため冊子を作成した。作成には，安全安心生活デザイン学科の伊藤研
究室学生の岡崎真由，齋藤真衣，菊地研究室学生の國松みゆきの協力を得た。
　その冊子は幅広い年代が，震災時の医療や健康に関する調査結果に興味や関心を持ち，
日頃の生活を振り返れるような，自助や共助行為，地域交流などを積極的にしたいと思え
るようなものを目指すことにした。
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図 15　作成した冊子（１～４ページ）
図 16　作成した冊子（５～８ページ）
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今後の展望
　地域住民対象の質問紙調査には多くの意見が寄せられ，震災時の医療や健康に関する日
常の備えが不足していた実態が明らかになった。それと同時に不足する中で各自が工夫し
たこと，家族や親戚・隣人や知人と助け合ったこと，地域医療や地域支援団体から助けら
れたことも明らかになった。
　東日本大震災時で実際に体験した医療や健康に関する行為や状況をもとに，「災害時の
健康維持推進パンフレット」を作成した。今後これを有効に活用した新たな防災減災教育
プログラムの展開につなげていきたいと捉えている。
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